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まえがき

　幼児が美しい絵に限らず美的保育環境の中で生活し，

保育されることが，美に対する豊かな感受性と理解の基

礎の形成に深いつながりをもっている．そこで以前われ

われは幼児に絵を見せ，幼児はそれをどのように感じと

っているか，幼児の言語表現を分析研究した．　（紀要

No．18）このたびはそれを発展させ，字のない絵本を使

用して研究をすることにした．字のない絵本に関しては

幼児の言語発達，幼児保育の実践的問題などと関連して

多くの現実的課題がある．本研究はその課題の一つに答

えようとするものである．

研究目的

　幼児が絵本をただ一度見て楽しむだけでなく，同じも

のを繰り返し見て楽しむようにさせることは，その絵本

が適切に選択されあらゆる角度から見て好ましいもので

あればある程教育的に必要なことである．

　われわれは前研究において谷内こうたrぼくだけのに

んぎょう』を取り上げ，それに対する幼児の話し（言語

表現）をいろいろな角度から検討分析し，それをどのよ

うに理解したかについてまとめたが，この研究では引続

き2度にわたり話させ，それを比較検討し幼児の理解の

深まりの種々相を明らかにしたい．

研究方法

　1．使用した絵本について

　谷内こうた作『ぼくだけのにんぎょう』出版社　至光

社（第12回ボローニア国際絵本展グラフィック賞受賞）

・絵本にある字について

　原本には第1画面右頁に「じい一」第2画面右頁に

「じい一」第11画面左頁に「かちっ」という字が3個所

に書いてあるが，3個所の字は除去して子どもに見せる

ことにした．

　2．　被験児　5歳児12名（内男児4名，女児8名）

　3．　データー収録期間

　第1回昭和52年11月29日～12月20日　週1日数名ずつ

　第2回昭和53年2月29日～3月7日

　第3回昭和53年3月4日～3月16日

　4．手続

　被験児を1名ずつ部屋に入れ，幼児に親しまれている

実験者が表紙の題字を一一k9に読みながら次の指示を与え

る．「この絵本を見ておはなしをして下さい」「おはな

しがすんだら次の頁をご自分でめくりなさい」といい，

子どもの疑問や質問には答えない．実験助手は観察記録

をしながら，幼児の発言をテープに収録し，分析の基本

データーを作成する．

結果ならびに考察

　〔1〕各画面がストーリーとしてつながっているとい

う絵本理解の深まりについて，（主として各画面に対す

る出だしの言葉を中心に）

　幼児が一画面の話しを終えると次の頁をめくりながら

“そして，そいで一…”といいながら次の画面の話しを

はじめる．　“そして，そいで”が“そしたら，そいでま

た”と微妙に変化したりする．またそのようなつなぎの

言葉は使わないが，話している内容から明らかにつなが

り（ストーリー）を意識して話していることがわかる．

こうした問題が「各画面がストーリーとしてつながって

いるという絵本理解の深まり」ということである，
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1．K♂

幼児の絵本理解の深まりについて

　　テープ再生記録の一例

画面 1　回目　　　　　　　　’78．　滋 2回目　　　　’78。％ 3回目　　　　，78．％

1 子どもが人形をおいて寝た．人形が動

｢てパーンパーンてたたいた．そした

邇qどもが目をさまして，おきたら「夢

ｩな一」と思ってまた寝た．でもドン

hンパンパンたたいて来ないから仲間

Bが窓あけて来て星にみんなもどった．

僕達が寝てる、それでお人形が立ってる．

ｻうして窓があいててる．お人形が立っ

ﾄると，だんだん夢をみて，人形が動

｢ている夢をみた．

僕は寝てだの．それで窓があいてた．

ｻれで目がさめた．

2 そいでよ一く見てみたらまたおきて，

ｯに帰るところだったのに，目をさま

ｵて「おもちゃが動いてる」っていっ

ｽ．仲間達はもう帰っているから帰ろ

､としたんだけど「もう出よう」っていった

それで目さめたら夢じゃなくて，ほん

ﾆにうんと夜の月の方にいったの．

小人が出ていくところだった．それで

ﾚくも小人の背中にのって木の所まで

｢った．

3 そして僕をつれて来て木にのっかって

Vんでた．

それで木にのぼってつれてってもらっ

ｽの．「暗くて寒いよ」っていったの．

uじゃもっとあったかい国につれてっ

ﾄ行ってあげる」っていった．

それでパーンパーンってたたいて，歌

ﾆか教えてもらった．それで僕もおも

ｵろくなって「歌をもっと聞きたい」

ﾆいったら「お月様のところへ行こう」

ﾁて言ってつれてってもらった．

4 そいで朝になったら芝でかけっこしな

ｪら遊んでいる．

@　　　　　　　　　　　　　　亀辱

それでここあったかい国に来たの．そ

ｵてかけ足ごっこして、うんと，「また

ﾜけた」っていっているうちに，仲間が

?ｽ．

そしたらきれいだった．お月様のとこ

?C明るくってそれで僕がけって遊ん

ｾら，急に疲れて休んでた．

5 そしてよく見ていたら仲間が降りて来

ｽ．「もう帰ろう」っていった．

ラヅパをもっているひとりの男が来た．

uあれは誰」って僕が言った．そしてお

l形が「僕の仲間だよ」って言ったの．

そしたらまた小人がラッパをもって来

ﾄ「歌をうたってよ」って言った．

6 それで一緒に帰っていっちゃった． そしていろんな仲間が来た．ひとり，

ﾓたりってかぞえてる．うれしいって

､れしがってて音楽をはじめた．

そしたらもう1つ来てそれで小人がパ

[ンパーンってたたいてうれしかった．

7 そしてまた仲間をつれて来て踊りとか

�ﾍじめた．

いろんなバンバンカチカチうるさいな

ﾁて聞いている．プープーランラン

そしたらうんとみんな来たの．それで

ｩぞえきれないくらい来た．

8 それでオルガンとか弾きながら歩いて

｢った．

僕がお人形の2番目についていって，

宴bパをふいてもらったり，音楽をし

ﾄくれてうんとどっかに行くのかつい

ﾄいってみた．

　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

ｻしてみんなと歩いてっ一んとむこっ

ﾌ方までいった後を見てる．ガチャガ

`ャパンパンうるさいけど，おもしろ

ｭって聞いたら

9 それでまた仲間達は空へ行ったけどわ

ｴといかなかった．

そしたら仲間達が急に上に帰っていっ

ｿゃった．

小人達がドンドン上にいってこの小人

熄繧ﾉ行っちゃった．

10 ずうっといっちゃったけどおもちゃが

齔lで行った．

あのお人形もいなくなって上，お空を

ﾝてたらどんどんいっちゃった．

それでもう小人はあっちにいっちゃっ

ﾄ僕もいって，

11 この子どもがいなくなったからさがし

ﾄ夜になった．

お人形はカチカチやって歩いていって

ｨ空にとんでいっちゃった．

まってっていったけど，あっちにいっ

ｿゃった．

12 それでまた目をさましたら夢だった． それでおきたら夢だったのわかった． ここで目さめたら夢だった．それで僕

ﾍまたねた．

13 それでまた仲間達がとんで来た．それ

ﾅ星の方に帰っていった．

それでうんと，月の方へうんと音楽し

ﾈがら行っちゃった．

それで僕はお空ながめてた．夢でみた

ｬ人達がならんで上にいった．
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1．M♂
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テープ再生記録の一例

画面 1回目　　　　　　’77．％ 2回目　　　　’78。％1 3回目　　　　　　’78，％

1 男の子が寝てる時おもちゃの小人が来
ｽ．

男の子ひとり，夜テーブルの所で寝て

｢ました．ひとりの人形も立っていま
ｵた．

あるところにひとりの男の子が考えご
ﾆをしていました．ひとりの人形と一
盾ﾉ，ひとりごとをいっていました．

2 おもちゃの小人が窓の所あけてのった． その人形が動き出すと，男の子が目を

ｳましました．人形は窓の所へ行きま
ｵた。男の子はそれがおもしろそうで
ｸっと見ていました．

男の子がふと気がつくと，小人は窓が

?｢ていたので窓の所にいました．男
ﾌ子はそれをみました．

3 それで木の上にのった． ひとりの人形が男の子にいいました．

uねえ一遊ぽ」っていいました．

ひとりの人形，男の子と一緒に木の上

ﾉ登りました．木の上はとってもいい
C持でした．

4 それで朝になった．朝になって子ども

ｪおいかけてくる．

それで朝になりました．人形と男の子

ﾍ遊びました．

そいで朝になって二人でかけっこをし

ﾄ，遊びました．最初に小人が走りま
ｵた．そのあとから男の子が走って行
ｫました．

5 そうしたら人が空から落ちて来たそれ

ﾅ2人は見た．

それで空の方から，又ちがう人形がや

ﾁて来ました．男の子は，それを見ま
ｵた．人形もそれを見ました．

ひとりの小人がまたひとりやって来ま
ｵた．笛をふきながらやって来ました．

ｬ人と男の子はそれがどうしてやって
?ｽのかを見ていました．

6 それで1人寝るようになって落ちて来
ｽ．それで，おもちゃの小人は何かた
ｽいている．

それからまた人形が空からおちて来ま
ｵた．男の子とひとりの人形はびっく

閧ｵてよく見ていました．

あとからもちがう様な小人が空から来

ﾜした．男の子はそれをみてびっくり
ｵました．

7 それでいっぱいの人がおりて来た． それからいろんな人形が沢山空からお

ﾁこって来ました．男の子はそれをじ
ﾁと見ていました．それから人形は音
yを出しました．

それからいっぱい同じような小人が空

ｩらおちて来ました．タイコをやった
閨Cピアノをひいて来たり，男の子は
ｻれが楽しくって自分も手をはたきま
ｵた．

8 それでみんな並んでどっかにいった． みんなそろって森の方へ行きます．男

ﾌ子はどこへ行くのかなあと思ってい
ﾜした．

みんな並んで森の方へ歩いていきます．

jの子は小人がどうやって空から落ち
ﾄ来たのかとっても知りたかったので
ｷ．

9 それで森の方に向って行った．そうし

ｽら降りて来た子どもがまた空に行っ
ｽ．

だんだん木が見えて来ました．5人の
l形はお空へだんだん上って行きまし
ｽ．男の子はそれを知らずどんどん歩
｢て行きました．

それで空からおちて来た人形は空へ空

ﾖと歩いて登って行きました．男の子
ﾍそれを知らずに森の方へ歩いていき
ﾜした．

10 それで子どもがその空に行った子ども
�ｸっと見てた．

それで男の子が人形達が上に行くのに

Cがつきました．それをじっと見てい
ﾜした．ひとりの人形はかまわず森へ

sってしまいました．

やっと気がついて，ひとりの小人は森

ﾌ方へと歩いていきました．男の子は
�ｩらおちて来た小人をさびしくなっ

ｽので，じっとみていました．小人は
ｸんずん，ずんずんと森の奥に行きま
ｵた．

11 それでそのおもちゃの小人は森の中ず

�ｸん行った．

人形がひとり，森の方へ行くともう夜

ﾉなってしまいました．人形はみんな
ｪいなくなったのを知らずにどんどん
Oへ歩いていきました．

そしてねじ巻の小人はひとりでし’らず

ﾉ森の中を歩いていきました．

12 それでまた家の中にもどった． 男の子と人形はそういう話をしていま
ｵた．

それを「いって」いた．「そんなことをや

ﾁてたな」ふっと目をあけて，あたり
�ｩました．そこはお家の中でした．

13 それで空に行った小人はまだ空にいた． そうしたらそういう人形達が空を歩い

ﾄいました．男の子と1人の人形はじ
ﾁとそれを見ていました．

お家の中では，また窓があいていまし

ｽ．ちょっと外を見ますと思い出しそ
､な小人達が見えるような気がしまし
ｽ．
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1．N♀

幼児の絵本理解の深まりについて

　　テープ再生記録の一例

画面 1回目　　　　　　，77．％ 2回目　　　　’78，％ 3回目　　　　，78．％

1 お人形と男の子がいる．窓があいてい

驕D夜かと思う．おもちゃのお猿に似

ﾄいる．

夜，男の子が寝むってて，おもちゃが

Vンバルをたたいていました．

男の子は夜，寝ていました．おもちゃ

ﾌ男の子がシンバルをたたいています

2 おばけみたいね，どうして目がないの

ｨもちゃがねじまいたのかな？　男の

qが目さましておきた．

男の子がおきておもちゃがうこいて，

汲ﾌ所にいったの．

男の子は目をさまして，おもちゃの人

`が窓に登っています．

3 木の上で何やってんのかな？　何して

驍ﾌかわからない．音楽やってるのか

ﾈ？一人で音楽やってるのかな？

おもちゃと男の子は木にのぼってシン

oルをたたいています．

男の子とおもちゃの人形は木に登ワて、

ｨもちゃの人形がシンバルをたたいて

｢ます．

4 男の子小さいんだね．男の子とおもち

痰ｪ何やってるの？　音楽やってるの

H

空とんでるの？　男の子とおもちゃは

Vンバルをたたきながら歩いていきま

ｵた．

男の子とおもちゃの人形が遊んでいた

栫Cおもちゃの人形が空を少しとんで

｢ます．

5 ラッパ吹いている男の子はこんなに小

ｳいんだね．お人形さんが音楽をまた

竄ﾁている．

空からまたほかのおもちゃがやって来

ｽ．そしておもちゃと男の子が上をみ

ﾄ空をみてたの．

空からまた別の人形が下におりて来て

jの子とおもちゃの人形がお空から来

驍ﾌをみています．

6 なんだろうこれまたおりて来た．なん

ｾったっけ．みんなで楽隊するのかな

?H2人おりてきた．

またほかのおもちゃがお空からやって

?ﾄ，やって来た．あっふきながらや

ﾁて来て，やって来たの，トランペッ

g，そして男の子のおもちゃは上みた．

またほかのおもちゃが空からやって来

ﾄ，おもちゃの人形はシンバルをたた

｢て空をみています．

7 わかんなくなったなあ？　えっとえっ

ﾆ？　ピアノ，ラッパ，ピアノにラッ

pかな？　ラッパにタイコ，皆でやる

ﾌかなあ？

みんながお空からやって来て，一緒に

y隊をした．

いろんな人がみんなお空からやって来

ﾜした．そしてみんなで楽隊をやりま

ｷ．

8 それからひとり，ふたり，3人，4人

T人，6人，7人，8入，9人，全部

ﾅ9人

歩きながち楽隊をしていった． 歩きながら楽隊をひいています．

9 とんでる，皆でとんでる，皆で音楽や

驍ﾌだろうか？　わからない．

それでまたおもちゃ達はお空へ帰って

｢った．それから男の子とおもちゃは

ﾜっすぐいった．

歩きながらおもちゃ達と一緒に歩いて

｢たらまたほかのおもちゃ達が空に帰

ﾁていきました．

10 ありゃ，みんな帰るのかな？ 男の子は「さようなら」といいながら

ｳようならした．

男の子はほかのおもちゃ達をながめな

ｪら帰って行きました．

11 みんな帰ってまたもとどうりのところ

ﾖ行くのかな？　一人だけでやっている

夜になっておもちゃが立ったの．立っ

ﾄ男の子が寝た．

夜おもちゃのシンバルの人形がひとり

ﾅシンバルをたたいています．

12 おわりじゃないね．ここにおいて，ま

ｽ，寝るのかな？　夢かなと思う。夢

ｶゃないかな？　ありゃまたもとどう

閧ﾌ人形になった．男の子がねじをま

墲ｵたのだろうか？　わからない？

そこへ男の子が目をさまして，また，

ｨもちゃをみつめた．

@　　　　　　　　　　　、

夜，男の子はおもちゃの楽隊をみてい

ﾜす．シンパルをたたいています．

13 また，天国に帰るのかな？　7人でお

ﾆへ帰るのかな？

そいで，おもちゃ達が帰る．お空へ帰

ﾁた．

それで男の子はおもちゃ達が帰ってい

驍ﾌをみています．
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1．K♀

堀内康人・一ノ瀬和子・井戸裕子

　テープ再生記録の一例

画面 1回目　　　　　　’77．％ 　　　　　　’Q回目　　　　’78．％ 3回目　　　　’78．％

1 夜，窓から小人が入ってきたので子ど
烽ﾍびっくりして「あっ小人だ」って

｢った．

ある日このぼうやが寝てたら，窓から

ｬ人が入って来た。そしてぽうやがお
ｫて見たらびっくりした小人がいたから．

ある時，男の子が寝てたら窓から人形
ｪ入って来た．そして「君はだれだい
ﾁて」この男の子は聞いた．

2 そして小人が「あ一大男なのかなあ一」

ﾆ思ってびっくりして窓にとびのった．

それでぽうやが見てみたら，小人がに

ｰてっちゃった．こわくて．

@　　　　　　　　　　　　ρ

そしたら男の子が頭を上にあげたら，

ｬ人じゃなくて人形がびっくりしてに
ｰていっちゃった．それで「窓からど
ｱへいくんだい」と聞くと，人形が，「君がこわいからにげるんだ」というん

ｾよ．人形しらないから，人間

3 そして夜，木の所でふくろうの鳴くの
�ｷいてた．

そしてぽうやが小人と一緒に木の枝に
ｷわった．立ってるみたいな気がする．

そして何で僕は「こわいの」って聞くと，

ｬ人が「君をしらないんだよ」っていっ

ﾄ「ぼく君をいじめたりしないよって」

｢うから「じゃいっしょにおいでよっ
ﾄ」人形がいうから一緒に木の枝とこ
ｷわって何かはなしをはじめた．

4 そして朝になってこの子が「どこかに
sこうよ」って，小人君にいった．

そいで明るい朝になった．それでぽう

竄ﾆ小人がうんとお散歩に出かけたお
ﾐるに．

そして朝が来た「わあ一い朝だ」って

｢いながらこの男の子がお人形と散歩
ﾍじめた．

5 そして笛をもった小人がとんで来た．
uあ一もう一人小人がいるって」叫んだ．

ｹ楽するためにかな一．

そしたらもう1ぴき小人が来た．そし
ﾄ，ぽうやがうんと「あっもう1ぴき
ｬ人が来た」っておどろいた．

そしたらひとりまた人形が来た「あれ

ﾈんで君来たの」って男の子が聞いた
轣u僕も君の仲間に入るよ」っていっ
ｽから一緒に仲間に入った．

6 「わ一又だ何でとんで来たのかな一」

ﾁて子どもは言った．
それでもう1ぴきもう1ぴきと沢山来
ｽ．それで「もう1ぴき沢山来た」っ
ﾄさけんだ．このぼうやがなんで小人

Vンバルならしてんだね？

そしたらまた来た「あれなんで又来る
ﾌって」いったら，「君の仲間に入るよ

ﾁて」このまたオレンジ色の人形がい
ﾁた．「ずいぶん遠くから来たなって」

jの子がいったら「僕達の国から来た
�ｾよ」って人形がいうから男の子は
ﾑっくりしちゃった．

7 子どもは「あらいっぱい来る，ほら来た」

ﾆいった．小人がシンバルをパンパン
@いたので「にぎやかだな一楽しいや
黶vっていった．

それで小人が沢山来た．ぼうやが「あ

黷?�ﾈに沢山いる」っておどろいた
ﾌ，それで小人達が音楽始めた．

そしてあっちからこっちから沢山小人

ｪ来たので，男の子はびっくりしてこ
�ﾈにたくさんいると「音楽でうるさ

｢なって」いいながらみんなの人形み
ﾂめた．

8 それでまた音楽しながち行列した． それで行列になった．それでにぎやか
ﾉ音楽をしながらお散歩に出かけた，

そいで一緒に行列をしながら歩いて，

ｱの男の子が人形が先頭になった．

9 そしてまたまたとび上ろうとした。「何

ﾅかな？Jって思った．でもこの子達
ﾍ知らないでどんどん森の方にいった．

それから小人はまたとび上った．「なん

ﾅとび上ったの」ってぽうやが聞いた
轣u帰るんだよ」って小人が言った．

そうして行列になっているとき，小人

ｪひとりふたり，　3つ，4つ，5つっ
ﾄね．空に上ってった．「あれどうして

繧驍ﾌ」って男の子が聞いたら「帰る
�ｾよ」って男の子に小人がいうから，

齒盾ﾉこのお人形，先頭にして行列を
ｵて帰っていった．

10 そしてこの子は何でとんでっちゃった
�ｾろうと思った．もう帰るんだと思
ﾁて，また，森の方にいっちゃった．

それでもう空までとんでいって「あん

ﾈとこまでとんでる」ぼくも空とべた
轤ﾈあって考えてるところなの．

次から次へと小人が上に登っていくの
ﾅ，僕はこの男の子がさびしくなっち
痰ﾁた．ずいぶんいい音楽だなって思
｢ながらみつめてたの．上を，その間
ﾉ，この男の子の人形はだんだんと・森

ﾉ入って行っちゃった．

11 それでまた真暗な夜になった．そして

ｬ人は夜一人ぽっちになってシンバル
�@きながら，こっちの方へ帰った．

それでまた夜になってから小人は帰っ

ﾄいった．それでぼく1人でさびしい
ﾈあと思いながら考えた．

そしてまた夜になってからこの人形が

ｱの男の子が寝てる時，人形が遠くの
鰍ﾉ行った．

12 そしてまたこの子の家に来たので，こ
ﾌ子はびっくりして「あ一あの小人だ」

ﾁていったので，その声を聞いて小人
ﾍにげようとした．

そしてまた窓から小人が入って来た．
u君なぜ，かえったの」ってぽうやが聞

｢たら，「ぼく今帰って来たんだよ」そ
黷ﾅぼうやは「またあしたあそぼう」っ

ﾄいった．

それでまた空から入って来て男の子が
u君いつ来たの」っていったら，「今，来

ｽんだよ」ってこのお人形がいった．

13 夕方になって朝いた小人がとんでたの
ﾅ，この子がびっくりした．

それで夕方来た小人がとんで来て，ま
ｽぼくも夕方あの小人達と遊ぼうって
lえた．

それから朝来た小人はいくつか来た，

ｻしてこの子はあの人形は大好きだと
vいながら窓あけてみていた．
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幼児の絵本理解の深まりについて

　そこで次の5つに分類して分析することにした．

　a．単純に画面をつなぐ出だしの言葉としての“そし

て，そいで，そしたら，それから”等

　b．前画面と当画面の話しが内容的に考えて，明かに

つながりをもつような出だしの言葉としての“そして，

そいでまた，それでもう，そしたら”等

　c．前のいずれかの画面の記憶とつながりをもたせて

いる出だしの言葉としての“また，それでまた，そいで

もう”等

　d．　“それで一：一…”等という出だしの言葉は使ってい

ないが，次の画面への話しが続いているもの．

　e・当画面についてだけの話しをしているもの．

　以上の分類を見ると各画面がストーリーとしてつなが

っているという絵本理解の深まりは，b，　c，　dにおいて

はっきりと見られる．

　全幼児のa，b，　c，　d，　eをすべて数えあげ，そのト

ータルを求め，その表から1回目から3回目のb，c，　d，

表1
表1

回 牙氏
Z

IH　　　I　　　ヘ　　　1．　　じ　　　團　　　l　　　Y　　　I　　　N　　　K　　　I

m　　　匡　　　聞　　　K　　　K　　　Y　　　M　　　四　　　門　　　K　　　詩　　　Y

b，c，dの総計

a 5　5　7　4　4　4　8　9　1　7　8　3 65

1

ト
》
　
C
d

3　　5　4　　2　　4　　4　　1　3　　0　　2　　2　　6

P　0　1　3　0　1　1　0　0　0　0　0

R　2　0　3　0　3　0　0　0　2　0　0

36

V
1
3

｝
5
6

e 0　　0　　0　　0　4　　0　　2　　0　11　1　　2　　3 23

a 3　4　　4　　3　　7　6　　1　　5　　1　7　　7　　2 50

I
I

－
D
　
C
　
d

6　3　7　7　3　5　5　7　3　4　5　8

P　0　1　2　1　0　0　0　0　0　0　1
Q　　5　　0　　0　　1　　1　6　　0　　5　　1　0　　0

63

U
2
1

｝
・
・

e 0　0　0　0　0　0　0　0　3　0　0　1 4

a 2　　2　　2　　2　4　　3　　1　　3　　0　　5　　5　　3 32

皿
、
b
　
C
d

7　6　7　7　6　7　3　6　2　2　6　8

P　0　2　2　1　0　0　2　0　0　0　0
Q　　3　　1　　1　0　　2　　8　　1　10　3　　正　0

67

W
3
2

｝1・・

e 0　0　0　0　1　0　0　0　0　2　0　1 4

だけの数を比較すると表1となり，ストーリーとしてつ

ながっているという理解は飛躍的に深まり3回目には1

回目の2倍にも達していることが明らかとなった．

　〔2〕　幼児の心情表現による絵本理解の深まりについ

て，画面に描かれた対象の単なる指摘からその対象が

“おどろいた，びっくりした，さびしくなっちゃった，

にぎやかで楽しそうに”という風に幼児が感ずる心情の

言語表現が加えられることにより，理解の深まりを知る

ことができる．

　①各画面別心情表現回数を全幼児について示すと表∬

になる．この表から明らかなように1回目で心情表現の

数が10であるのに3回目では22と2倍以上にもなってい

るし，6画面7画面で心情表現が数多く現われているこ

とも意義深い．

表II　各画面別心情表現回数

岡 ①②③④⑤⑥⑦⑧⑨⑬⑪⑫⑬ 計
1 1　　2　　0　　0　　1　　0　　1　　0　　1　　1　　1　　1　　1 10
I
I 1210123001100 12

m t　O　　3　　2　　2　　6　　4　　1　　0　　2　　0　　1　　0 22

刮 3　　4　　4　　2　　4　　8　　8　　1　　1　　4　　2　　2　　1

表m
　　　　　　回し情表

1
［
1 Hl

びっくりした 4 2 8

おどろいて 1 2

楽しく 1 重

おちしろいことして 1 1 1

寒くなったから 1

涼しかった 1

わあ、あら、あれ 2 4

うるさい 2 2

うれしがる、よろこぶ’ 2

こわい 1

すごい 1

さびしい 1

きれいだった 1

②心情表現の言葉に関し全幼児について見ると表皿に

なる．人形が窓にのったり，木に登ったり，空から楽人

が笛を吹いておりて来たり，子どもにとってはおどろく

ことぽかり．“びっくりした，おどろいた”が総計17に

もなり“わあ・あれ。あら”も同じおどろきとするなら

ぽ17＋6＝23にもなる．子どもはこの絵本を現実と余り

にもかけはなれた空想的，幻想的な物語りとしておどろ

きの感情で感じとっていることがこの結果からはっきり

と示されている．

　③“楽しく”という心情表現は2つしか見当らないが，

“楽しく”がおどろきの背後におしやられ，それを“音

楽して”“楽隊して”等で表現していると考えことがで

きる．

　〔3〕　この絵本で作者谷内こうたのねらうもの，それ

は子どもが絵本を通して感じとる音楽的世界の自由な連

想的，幻想的世界であった．それを幼児の言語表現と結

びつけて考察する．

　①ねじまき人形の知覚に関連した言葉は（ねじ，ゼン

マイ，ねじまく人形）1回目2名，2回目2名，3回目

4名と増してはいるが総じて少ない．しかし人形の手に

持つシンバルについては3画面あたりから次第に認識し，

6，7，8画面になると擬音なども交えて音楽的世界を楽

しく繰り拡げている．

　②画面構成の上で音楽的世界が一番のひろがりと高揚

をもつ画面は7画面（見開き頁）である．ここでは“シ

ソバル，ピアノ，オルガン，笛，ラッパ，タイコ，小ダ
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堀内康人・一ノ瀬和子・井戸裕子

表V

Nα 氏名　性 画面 1回目 2回目 3回目

1 H．N　♀ ① この子が寝たら，なんかお人形さ

�ｪ動いてた．窓あけっぱなしだ

ﾁた．ここからお人形さん入って

?ｽ

この子が寝てたら窓あけてお人形

ｳんが来た．

はじめは遊んでてもう疲れちゃっ

ｽから寝て，窓あけっぱなしにし

ﾆいた．このお人形で遊んでたら

Qむくなっちゃって寝ちゃった．

汲?ｯっぱなしで寝ちゃった．

2 1．K　　♂ ③ そして僕をつれて来て木にのっか

ﾁて遊んだ．

それで木にのぽってつれてっても

轤ﾁたの．「暗くて寒いよ」ってい

ﾁたの「じゃもっとあったかい国

ﾉつれてって行ってあげる」って

｢った．

それでパーンパーンってたたいて

ﾌとか教えてもらった．それでぼ

ｭもおもしろくなって「歌をもっ

ﾆ聞きたい」といったら，「お月様

ﾌところへ行こう」って言ってつ

黷ﾄってもらった．

3 A．H　♀ ⑦ それでこんど3人来ていっぱいに

ﾈっちゃった．

それでみんないろんなお洋服着た

qども達が笛ふいたり，ピアノや

ﾁたり，タイコやったり，いろん

ﾈ楽隊してた．

それでいろんな色のお洋服着た子

ﾇも達が，おどったり，楽隊した

閨Cいろんなことして遊んだ．

4 1．K　♀ ② そして小人が「あ一大男なのかな

黶vと思ってびっくりして窓にと

ﾑのった．

それでぽうやが見てみたら，小人

ｪにげてっちゃった．こわくて．

そしたら男の子が頭を上にあげた

轣C小人じゃなくて，人形がびっ

ｭりしてにげていっちゃった．そ

黷ﾅ「窓からどこへいくんだい」

ﾆ聞くと，人形が「君がこわいか

轤ﾉげるんだ」というんだよ．人

`しらないから，人間．

5 G．K　♀ ③ お人形がこの子を木の上につれて

｢った．

それでこの人がこの子に木の上に

ﾂれてってあげた．

それで風がこの2人を木の所まで

ﾂれてってあげた．

6 M．Y　♂ ⑧ そいで「こっちにおいで」ってい

ﾁた．「音楽の国につれてってあげ

驍謔ﾁ」と言った．

そいで帰る日だったから，さよう

ﾈらした．

そして歩いていった．

7 1．M　♂ ⑤ そうしたら人が空から落ちて来た．

ｻれで2人は見た．

それで空の方から，またちがう人

`がやって来ました．男の子は，

ｻれを見ました．人形もそれを見

ﾜした．

ひとりの小人がまたひとりやって

?ﾜした．笛をふきながちやって

?ﾜした．小人と男の子はそれが

ﾇうしてやって来たのかを見てい

ﾜした．

8 Y．N　♂ ③ そうして寝てる子どもと同じ人形

ｪ動いて，小人の人形と木に登っ

ｽ．そしてお星様とかお月様みて

ｽ．

そうして子どもと一緒に木に登っ

ﾄ空をみてた．

そうして，2人で夜のお散歩にい

ﾁて木の上にね．なんか月をみて

9 LN　♀ ③ 木の上で何やってんのかな？　何

ｵてるのかわからない．音楽やっ

ﾄるのかな？　一人で音楽やって

驍ﾌかな？

おもちゃと男の子は木に登ってシ

塔oルをたたいています．

男の子とおもちゃの人形は木に登

ﾁて，おもちゃの人形がシンバル

�ｽたいています．

10 N．K　♀ ⑨ そうして，お人形達がまたとんで

｢った．

だんだんだんだん空にまたこうい

､ふうに帰っていった．

だんだんその一番うしろにいる人

Bがピンクやオレンジや黄色や緑

竦ﾂの人達がみんな空に舞い上っ

ﾄいく．

11 K．N　♀ ③ 木に人形が登っている． それで男の子と人形が木にすわっ

ｽ．

そして木に登った．子どもと人形

ﾆ一緒にその時は夜だった．

12 1．Y　♀ ⑧ そいでみんな並んで音楽やった． それでみんな一緒に歩いていった． それでみんな並んで歩いていった．
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幼児の絵本理解の深まりにっいて

イコ，トラソペット，クラリネット”と楽器名を言語表

現しているが，トロンボーン，サキソフォソ，バソジョ

ーを指摘する子どもは一人もいなかった．その原因はそ

れらの楽器が子どもの生活にあまりなじみのないものだ

ということと，画かれた楽人とその持つ楽器が極めて小

さく淡い色彩で描かれていることなどと関係があるよう

に思われる．

　③6画面から8画面を通して合奏する様子をあらわす

言葉として“音楽をはじめた．音楽やった，楽隊した”

などの表現が多くつかわれているが，1回目が7名それ

が2回目3回目は12名全員の子どもがそうした言葉をつ

かっている．

　〔4〕　画面ごとに見た描かれた対象相互間に関する言

語表現の深まりについて

　描かれた対象相互に関連させた言語表現を画面ごとに

見ると，ある幼児は1回目は描かれている状況を細部に

わたり羅列的に述べ，2回目になると1回目に気づいた

ことをふくらませて表現し3回目は整理されて言語表現

は簡単になるが描かれた対象相互にかかわりを持たせた

言語表現をしている．このような深まりの状況は種々で

あるが12名中10名は1回2回3回と順次深まりを見せ，

2名は変化はなく話しの積み重ねがない．
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　この状況を全体としてまとめると表Wに見られるよう

に1回目は49，2回目は62，3回目は83と対象相互間に

関する言語表現は順次増し，1回目と3回目では2倍近

い数となっている．

　〔5〕幼児の絵本理解の深まりを〔1〕〔2〕〔3〕〔4〕の

観点から検討したが，幼児の話すどんな言葉もみな全体

との深いつながりの中で一語といえどもおろそかにする

ことができない程の重みをもっている．そこで具体的な

言葉を示しながら12名の幼児のひとりびとりの画面に対

する言葉の中からその幼児の特微を示しているようなも

のを選び出し，それぞれの絵本理解の深まりの様相を考

察する．

　①H．N画面1に代表されるように，1回目はごた

ごたした表現が2回目は簡略化され整理された表現とな

り，3回目は時間的経過の説明を加えながら対象の動き

の表現が豊かになっている．

　②1．K画面3に代表されるように，1回目の単純な

表現が2回目は対象相互の会話的やりとりへと発展し，

3回目は主体を明確にしながら空想的表現，さらにはス

トーリーと予想し次への画面へのつながりをもたせる表

現をも加えている．

　③A．H画面7に代表されるように，1回目は素朴な

簡略化された表現が，2回目は対象個々の特徴的表現に

移行し，3回目にはそれを一般化の方向で表現している．

　④1．K画面2に代表されるように，1回目は対象を

まず情緒的にとらえ，2回目はその理由をのべ，3回目

にはその理由づけを順をおって状況説明している．

　⑤G．K画面3に代表されるように，1回目は説明が

うまくいかず，2回目は“この子がこの子に”などと不

明確な表現をしていたものが，3回目には子どもの論理

を通すために，“風が2人を”という判断へと導いている．

　⑥M，Y画面8に代表されるように1回目に空想的な

ひろがりが見られはじめたのに，2回目3回目と次第に

言葉が簡略化されているが前画面とのかかわり合いの中

で必然性のある簡略化とみることができる．

　⑦1．M画面5に代表されるように，1回目の大雑把

な表現が2回目3回目と物語り口調へと変化し，それが

一本調子ではなく問いかけなどという技巧も加えられて

いる．

⑧Y．N画面3に代表されるように，1回目は対象の

同一性を確かめるような表現が2回目になると一般化し，

3回目には副詞句を文の終りにつけ語り口調よろしく表
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現されている．

　⑨LN画面3に代表されるように，1回目は知覚対

象の動きの理解に疑問をなげかけ自問自答していたもの

が，2回3回目には簡略に筋道をたてた表現へと移行し

ている．

　⑩N．K画面9に代表されるように，1回目2回目の

大雑把な表現が3回目になると知っている色の名称を羅

列的にあげることによって，この子なりに話しにふくら

みをもたせている。

　⑪K．N画面3に代表されるように，1回目に簡単に，

2回目には対象をはっきりととらえ，3回目には動詞と

主語を転置し最後には，“その時は夜だった”というよ

うに時間の流れで語りをしめくくっている．

　⑫1．Y画面8に代表されるように，1回2回3回と

平板で簡略な表現をかえない傾向を示している．

結　語

　本研究では，研究目的，方法そして手続きで述べたよ

うに，実験者は被験児に対して一切発言せず，幼児の物

語りを録音再生して結果を分析した．この種の研究を他

に求めたが得られず，品詞分析の方法も考えてみたが，

国語学的立場はあえてとらなかった．

　本研究で知り得たことは

　①幼児の言語表現のどんな言葉（語彙）もみな幼児な

りの論理的必然の中で使われているということ．（表N

参照）

　②幼児の知覚の精細化，記憶再生，生活経験との複雑

なからみ合いを基盤として，1回2回3回と回を重ねる

ごとに言語表現が整理され簡略化と一般化そして分化，

会話の挿入，言葉の倒置などたくみに取り入れ，物語口

調にまで発展させる幼児もいるということ．

　③もし幼児保育の場において絵本を見せる良い指導と

かかわりをもたせるならぽ，その効果は見るべきものが

あるであろうということ．

　④この実験では1，2画面右頁の「じい一」，11画面

左頁の「かちっ」という文字を消して幼児に見せ，絵の

世界だけで幼児の夢がどのようにふくらみ，理解しそれ

が深まるかについて幼児の言語表現を通して見ようとし

たものである．その結果，至極当然のことながら，「幼

児により美しい絵本を」「良いものはなんどでも見せよ」

ということを確認し得たということ．そのことはひいて

は保育環境の美的統一の必要性にもつながっていくので

あり，谷内こうた作rぼくだけのにんぎょう』を使って

の研究を通して，保育環境でいつも幼児に無言で語りか

ける絵画的世界の重要性にもつながっていくことを知り

得た．
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